
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 77,541,688 77,541,688

交付金額 45,964,000 45,964,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

今後も、予防接種の重要性の周知を行う。

無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業の実施により、市民の感染症まん延防止、感染症発症予防に努めること
が出来た。
　平成29年度～令和元年度の、1年度あたりの平均接種者数は11,981名に対し、令
和2年度は14,888名であったことから、市民の健康管理の向上を図ることが出来た
と評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
・浦添市ホームページへの掲載。
・浦添市保健相談センター(健康づくり課)窓口での掲示。

事　　業　　評　　価　　書

予防接種事業

浦添市長　

予防接種業務委託医療機関

特定防衛施設周辺整備調整交付金を予防接種事業に充当し、安定的に予防接種を
行うことで、市民の感染症まん延防止、感染症発症予防に努め、健康管理の向上
を図る。

予防接種事業　一式

令和2年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度

円 円 円 円 円 円
事業費 12,650,000

交付金額 12,650,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

浦添共同調理場では、市内小中学校10校の児童生徒251クラス、約7,900人
（職員含む）に給食提供を行っているが、令和2年7月にボイラが故障し、給食提
供に支障が出る事態となった。このボイラは、平成5年設置から27年が経過して
おり、老朽化による劣化、腐食したことが故障の要因となっている。
ボイラが故障した場合、調理、洗浄、消毒等の作業が出来なくなり、給食の提供
が非常に困難になるため早急な対応が求められる。
当該備品を更新することで、安心、安全かつ安定的な給食提供に寄与する。

【補助事業の成果及び評価】

  今後も、安全安心な学校給食提供が図られるよう定期点検を実施し安定的な
運営に努める。

無

物品購入　小型貫流蒸気ボイラ2500㎏/ｈ　2基

令和２年度

・特定防衛施設周辺整備調整交付金で整備について、地域住民等への周知を実
施した。
 1)　浦添市ホームページへ掲載
 2)　学校給食献立表へ掲載。
 3） 浦添市学校給食運営委員会において事業実施報告を行った。（Ｒ3.７月）

・小型貫流蒸気ボイラの状態は、正常に稼働しており蒸気量・燃料の自働管理が行
われることで省エネ効果と時間短縮に繋がり、効率的な運営が行われている。また、
調理、洗浄業務に必要な蒸気量が安定的に供給され安全安心な学校給食の提供
が行われている。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

浦添共同調理場学校給食調理場用備品ボイラ購入

浦添市長

浦添市 西原地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

12,650,000

12,650,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度

円 円 円 円 円 円
事業費 4,829,000

交付金額 4,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

 本市の港川小学校運動場は、道路に隣接しており、球技スポーツによるボール
の飛び出しを防ぐ防球ネットを設置しているが、 ファールボール 等 の飛球 が
ネットを超えて道路に飛び出し、走行中の車 や歩行者等 に当たる恐れがある。
 このため、本校運動場に新たにボールの飛び出しを防ぐバックネットを設置する
ことにより、安心して屋外学習活動に専念できる教育環境を整える。

【補助事業の成果及び評価】

今回整備を行ったバックネットが常に良好な状態で使用できるように、施設の維
持管理を適切に行っていきたい。

無

土木工事　バックネット　L＝14.0m

令和２年度

本施設が特定防衛施設周辺整備調整交付金で整備されたことについて地域住民へ
の周知を実施。
　浦添市ホームページ（R3.７月掲載済）

本事業を実施したことにより、
　①教員・指導者に対し、屋外学習活動に専念できる教育環境となっているかアン
ケート調査を行った。校外へボールが飛び出す事もなく、安心して屋外学習活動に
専念できるとの回答を受けた。
　②施設整備後、一年間の地域住民からの苦情件数の調査を行った。
苦情件数は0件だった。
　以上を踏まえ、バックネットを設置することにより、①安心して屋外学習教育環境を
整え、あわせて②地域住民が安心して暮らせる環境が改善された。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

港川小学校バックネット整備事業

浦添市長　

浦添市　城間　地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

4,829,000

4,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度

円 円 円 円 円 円
事業費 19,734,000

交付金額 18,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

市内小中学校に49台設置されている牛乳保冷庫の半数は、更新が終わり、残
りの保冷庫について、保守点検の際に耐用年数超過で取替更新を急ぐ必要が
あると判断された10台を優先に更新を進める計画である。
　調理場厨房機は、文科省で定められた「学校給食衛生管理基準」を基に機器
類の安全管理等を十分に行う必要があり、故障等で給食提供に支障のないよう
急ぐ必要がある。
 　これらの厨房機器類は、耐用年数10年以上経過したものであり、老朽化によ
る劣化、腐食、破損等が見られ故障が発生する要因となっている。学校運営に
支障のないように取替更新を行い、安心・安全かつ安定的な学校給食の提供
に努めたい。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

学校給食牛乳保冷庫等備品購入

浦添市長

浦添市地内

物品購入　（牛乳保冷庫10台、サイの目切機1台、サイの目切機用移動シンク1
台、
　　　　　　　　包丁まな板殺菌庫2台、食器消毒保管庫5台、冷蔵庫1台）

令和２年度

事業費及び交付金額

計

19,734,000

18,000,000

  今後も、安全安心な学校給食提供が図れるよう定期点検を実施し安定的な運
営に努める。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
・現在、購入機器類の状態は、正常に稼働しており不具合や異常などの報告は
　　受けておらず安心・安全かつ安定的な学校給食の提供が行われている。

【地域住民への周知の実施状況】
・特定防衛施設周辺整備調整交付金で整備について、地域住民等への周知を実
施した。
 1)　浦添市ホームページへ掲載
 2)　学校給食献立表へ掲載
 3） 浦添市学校給食運営委員会において事業実施報告を行った。（Ｒ3.7月）



事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 はしご付消防ポンプ自動車購入

補 助 事 業 者 名 浦添市長

実 施 場 所 浦添市前田地内

補助事業の成果 の 日標

本市消防本部のはしご付消防ポンプ自動車は、災害時における住民の生命 。身体及び財
産の保護に寄与するうえで、特に中高層建物の災害時において必要不可欠な物となってい
る。

しかし本車両は平成14年に更新整備しており耐用年数経過後には災害救助等に支障をき
たす恐れがあるため、本事業において基金を設立し、耐用年数経過後に車両を更新整備を
行うことにより火災や救助活動等、消防力の充実強化を図る。
(参考指数)。 年間訓練回数 :48回

補 助 事 業 の 内 容 はしご付消防ポンプ自動車 1台

補助事業の始期及び終期 平成23年度～令和2年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基 金

造成額

平成23年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 計

交付金

円 円 円

16,20C llll〈

円 円 円 円 円 円

86,580,lll10

円

0

円

市町村費等 C ( ( ( 0 0 Ю

その他 C C ( 0 0 Ю 0 0

計

基金処分額 Ю C C ( ( 0 0 O C

基金残額 0

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の  実  施  状  況

【補助事業の成果及び評価】
。整備後、年間の訓練回数 :56回、緊急出動件数 :3件、不具合回数 :0件。
故障不具合もなく、安定した運用が可能となったことから、本事業の成果を十分得られた
と評価する
【地域住民への周知の実施状況】
。本車両の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を以下に記載
し、本事業に係る地域住民への周知を図つた。
1)車両本体への記載
2)本市ホームページヘの掲載

事 業 の 改 善 措 置 及 び

今  後  の  対  応

今後も、住民の安心安全が図れるよう定期的に点検及び整備を行い、はしご付消防ポンプ
自動車を適正な状態に維持することに努め、安全な活用を行つていく。

事業の評価に際しての第三

者 機 関 の 活 用 の 有 無
無 し


